
 学校支援活動（アンケート結果） 

 

 

 

★１ 学校や学生が、学校支援活動の目的（学校支援活動は学生が様々な教育活動の 

支援を行うための活動）を理解した受け入れや活動の実施を行っているかを見取 

るための項目 

 

派遣学校対象アンケート結果（回答数４４校、回収率９６％） 

 ①－１ 活用のきっかけは何か（複数回答可）   

 

（その他の回答） 
 ・教職を目指す学生に、ろう学校を知ってもらいたいから 
 ・昨年度から活用している 

①－２ 本事業を活用して、貴校に効果やメリットがあったか 

 

 

①－３ 学生の活動に対する学校からのコメント 

①－４ 児童・生徒の声 

0 5 10 15 20 25 30 35

その他

長年活用しており、よい効果があるから

学校行事等の時の人手が必要だったから

教員不足の一部解消となったから

児童・生徒に本校の職員以外の人と関わってほ…

教員の魅力や大変さを感じてほしい

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

無回答（１校）

効果やメリットはなかった（０校）

効果やメリットがあった(４３校）

・教員志望の学生に、教職の魅力や大変さを少しでも感じてほしいと思ったから ２９校 
・児童・生徒に本校の職員以外の人と積極的に関わってほしいと思ったから   ２７校 
・教員不足の一部解消となったから                     ２６校 
・学校行事等の時の人手が必要だったから                  １９校 
・長年活用しており、児童・生徒に加え、教員にとってもよい効果があるから  １３校 
・その他                                  ２校 

・受け入れ側にも準備がいることがら、集団への指導支援、集団の中での個々への対応等、
児童・生徒と接する経験を積んで学んでほしい。 

・低・中・高学年のいろいろな学年に関わっていけるように計画している。経験を今後に活
かしてほしい。 

・派遣学生が、学校支援活動の意義や教職に就きたい理由等をしっかりもっていたことに感
心した。 

・授業において支援をする児童へ声かけをしてもらったり一緒に学習活動に取り組んでもら
ったりすることで、児童の学習支援という点で効果があった。 

・応援歌を褒めてもらえたことが嬉しかった。 
・漢字ノートを見てもらえるので、家で丁寧に書こうと思う。 
・問題を解く際、疑問点を丁寧に説明してもらい、問題が解けるようになったので、受験に 
 向けてがんばりたい。 

◇具体的な効果やメリット（人手不足の解消以外） 
・児童・生徒に学生自身の経験談等を話してもらうことで、キャリア教育の一貫となった。 
・積極的に児童・生徒と関わったり一緒に遊んでもらったりすることで、安全の確保や児童・
生徒の意欲や満足度が上がり表情もよくなった。      



学生対象アンケート結果 

 ①－５ どんな活動を行ったか（２つを選び回答） 回答数１１３人、回答率５０％ 

 

（その他の回答） 
 ・体育祭の準備・当日の仕事・用具補助・テントの片づけ（３人） 
 ・新設図書館への本の輸送 
 

 ①－６ 有意義な活動であったか 回答数２０７人、回答率９２％ 

 

 

★２ 学生が、学校支援活動の目的（学校支援活動を通して子どもとのコミュニケー

ションの取り方等についての基本的事項を身に付ける）ができているかを見取る

ための項目 

学生対象アンケート結果 

 ②－１ 学校支援活動を通して学んだこと・身についたことは何か。（２つを選び回答）  
回答数１１３人、回答率５０％ 
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その他（４人）

教材・教具の作成支援（１４人）

学校行事での子どもの支援（５１人）

子どもの清掃活動の支援（５２人）

給食の補助（６５人）

子どもの宿題の確認や添削の支援（６５人）

休み時間の遊び相手（８５人）

子どもの学習支援（９２人）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

全く有意義なものとならなかった（０人）

あまり有意義なものとならなかった（１人）

やや有意義なものとなった（１６人）

とても有意義なものとなった（１９０人）

・子どもとのコミュニケーションの取り方         ６４人 
・学校現場の雰囲気                   ５６人 
・支援を行った子どもについての理解の深まり       ３４人 
・子どもへの支援の仕方                 ２９人 
・教員としてのやりがい                 １７人 
・学校の教職員間の連携                 １３人 
・子どもの宿題や作品の評価の仕方             ６人 
・教材や教具の作り方                   ４人 
・その他                         ３人 
・期間が短いので分からない                ０人 
・学んだことはなかった                  ０人 
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学んだことはなかった

その他

子どもの宿題や作品の評価の仕方

教員としてのやりがい

支援を行った子どもについての理解の深まり

子どもとのコミュニケーションの取り方



 
②―１ （その他の回答） 
・特別支援学級に所属する生徒たちへの指導 
・授業外での教師の仕事 
・近年の技術への対応 
②―２ 学校支援活動に参加して、感じたこと・得たこと・気づきなどについて。（記述） 

                                           回答数２０７人、回答率９２％ 

 

 

 

★３ 学生が、学校支援活動の目的（学校支援活動を通して、教職への資質や意欲を 

高める契機となったか）を見取るための項目 

 

学生対象アンケート結果 

 ③－１ 学校支援活動の経験を経て、教員志望への気持ちに変化はあったか。 
                                            回答数２０７人、回答率９２％ 

 
◇その他の内訳 
・未定、迷っている、どちらとも言えない等 ７人 
・教員志望であるが（校種の変更など）思うところがでてきた ２人 
・教員志望ではなかったが、少し前向きになってきた  ５人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

その他

教員を志望から現在教員を志望していないへと…

教員を志望していなかったが現在は教員志望へ…

活動参加前も活動参加後も教員を志望していない

活動参加前も活動参加後も教員を志望している

・活動参加前も現在も教員を志望している                １３９人 
・活動参加前も現在も教員を志望していない                ３５人 
・活動参加前は教員を志望していなかったが、現在は教員志望へと変化した  １８人 
・活動参加前は教員を志望していたが、現在は教員を志望していない。     １人 
・その他                                １４人 

・分かりやすい授業をするだけでなく、生活面においても生徒にとって何をどう伝えるの
が一番彼らに残るのか、常に子どもの目線に立って指導の仕方を考えていく必要がある
と思った。 

・特別支援教育では、一人一人の支援が行き届き、それぞれのニーズに合った教育、支援
ができる魅力があった。 

・注意するところと褒めるところ、優しく対応するところなど、さまざまな点で大人とし
て子どもの自尊心を傷つけないように指導していくことの難しさを感じた。 



  学校支援活動（活動の様子） 

 

③－２ 学校支援活動での経験を踏まえ、大学生のうちに取り組みたいことについて、今の 
気持ちに当てはまるものは何か。（２つ選んで回答）   回答数１１３人、回答率５０％ 

 

 

③－３ 学校支援活動に参加して、感じたこと・得たこと・気づきなどについて。（記述） 
 回答数２０７人、回答率９２％ 

 
 
 
 
 

0 20 40 60 80 100 120

その他

特にない

プロジェクト活動や体験活動などの経験

いち早く教員採用試験の準備

学校現場で役に立つ理論的な学習

子どもとの関わりができる経験

学校現場で役に立つ実践力

・学校現場で役立つような実践力を身に付けたい               ９８人 
・子どもとの関わりができる経験を増やしていきたい             ５５人 
・学校現場で役に立つような理論的な学習を深めたい             ３５人 
・いち早く教員採用試験に向けて準備を進めていきたい            ２１人 
・学校支援活動以外のプロジェクト活動や体験活動などの経験も積んでいきたい ２０人 
・特にない                                 ２人 
・その他                                  ０人 
 

・考え方を教えたことでわかった時の笑顔や、一緒に遊んだときの笑顔はなかなか忘れるこ
とができないほど、やりがいを感じることができた。 

・最終日に５年生の担当をした際に５年生の発達段階に興味を持ち、もっと詳しく学んでみ
たいと思った。 

・大学の講義で学んだことをいざ現場で行おうとすると様々な課題が出てくる。いかに日頃
の授業で生徒が考えることを深く考え想像するかの大切さを知った。 

・特別支援の子どもたちと関わるには、しっかりと専門知識をつけなければならないと思っ
た。 


